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南九州市

受入制限なし受入可能人数

通年 9:00～17:00(入館は16:30まで)受入可能日・時間

講話30分（要予約）
自由見学60分体験時間

大人500円・小中学生300円/1人あたり
(団体30人以上：大人400円・小中学生240円/
1人あたり)

料金

知覧特攻平和会館
鹿児島県南九州市知覧町郡17881
TEL:0993-83-2525 FAX:0993-83-4859

問合せ先

○駐車場(バス)○雨天時

語り部による特攻の講話及び特攻隊員たちの遺書・手紙などの
閲覧を通じ、平和の尊さ・命の大切さなどを学習します。

【学習の流れ】

 事前に設定した学習テーマに対してグループでディスカッ
ションを行います。

 作文、スピーチなどで発表します。

事
後
学
習

学習のポイント
ホームページにあるオンラインミュージアムや資料冊子での学
習、見学後に平和について振り返るための学習シートなど、
事前事後学習で活用できる教材を用意しています。

 語り部講話
 知覧特攻平和会館内及び館外戦跡見学
 ＜アレンジプラン・知覧からの手紙＞
館内見学後、ここで感じた大切な人への感謝の思いをポ
ストカードにしたため、知覧から送るプログラムです。

現
地
学
習

 平和、公正に関する学習テーマの設定をします。
 ホームページにあるオンラインミュージアムでの展示解説や
資料写真を閲覧します。

 事前学習用資料による学習を行います。（送付可能）

事
前
学
習

平和学習

陸軍特攻基地が置かれたまち
知覧での平和学習プログラム

SDGsの観点
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南九州市

要相談受入可能人数

通年受入可能日・時間

40～60分（調整可）体験時間

ガイド1人につき500円 （徒歩またはバス）
ガイド1人につき1,000円（徒歩＆バスコース）料金

一般社団法人南九州市観光協会
鹿児島県南九州市知覧町郡17880
TEL：0993-58-7577 FAX：0993-58-7578

問合せ先

○駐車場(バス)○雨天時

ガイドと共に戦争遺跡を歩き、戦争・平和について考えます。
知覧には、今もなお当時を偲ぶ歴史的価値の高い貴重な戦争
遺跡が散在しています。コースは、知覧特攻平和会館周辺散
策コース（徒歩）と知覧飛行場跡周辺コース（バス）の２つ
があります。

【学習の流れ】

 事前学習で立てた「なぜ」に対する答えをまとめます。
事
後
学
習

学習のポイント
戦跡を目前にしながらその場でガイドの説明を聞くだけでなく、
知覧特攻平和会館とセットにすることで深い学びに繋がりま
す。

 ガイドによる案内
 見学
【見学できる場所】
・弾薬倉庫給水所 ・三角兵舎
・灯籠 ・慰霊碑

現
地
学
習

 なぜ知覧に特攻基地があったのか、なぜ特攻作戦を決
行しないといけなかったのか等の「なぜ」を考えます。

事
前
学
習

平和学習

南九州市観光ガイドと巡る
知覧特攻平和会館周辺戦跡地

SDGsの観点
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南九州市

50人受入可能人数

通年 10：00～17：00受入可能日・時間

30分～60分体験時間

大人500円・小中学生300円/1人あたり
(団体30人以上：大人400円・小中学生240円/
1人あたり)

料金

ホタル館富屋食堂
鹿児島県南九州市知覧町郡103-1
TEL:0993-58-7566

問合せ先

○駐車場(バス)○雨天時

「特攻の母」と慕われた鳥浜トメさんと特攻隊員達の逸話や遺
品等を展示しています。富屋食堂は、鳥浜トメさんの食堂です。
当時の食堂を再現した資料館でトメさんの逸話や遺品等を通
じて特攻隊員達とトメさんのふれあいに思いを馳せ、命の尊さに
触れます。

【学習の流れ】

 見たこと・聞いたこと・学んだことから、まとめ学習をします。
 平和への誓いを立てます。

事
後
学
習

学習のポイント
知覧特攻平和会館とセットにすることでより深い平和学習が
期待できます。

 鳥浜トメさんと特攻隊員の逸話や遺品、写真等の見学
 ＜アレンジプラン・要予約＞
鳥浜トメさんの曾孫による講話

現
地
学
習

 鳥浜トメさんについて調べます。
 若くして日本のために特攻した隊員について調べます。

事
前
学
習

平和学習

ホタル館 富屋食堂

SDGsの観点
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南さつま市

100人程度受入可能人数

通年 9：00～17：00
（入館は16：30まで）受入可能日・時間

ガイド付60分（ガイドは要予約）体験時間

大人310円・小中学生210円/1人あたり
(団体20人以上：大人260円・小中学生150円/
1人あたり)

料金

万世特攻平和祈念館
鹿児島県南さつま市加世田高橋1955番地3
TEL:0993-52-3979 FAX:0993-52-3979

問合せ先

○駐車場(バス)○雨天時

陸軍最後の特攻基地「万世飛行場」跡にあり、特攻隊員たち
の手紙や遺品・遺影、吹上浜沖から引き揚げられた零式三座
水上偵察機を展示しています。
残された品々は、時代を越えて今に語りかけます。

【学習の流れ】

 戦争について・平和について自ら考え、作文にまとめます。
（作文は館内展示可能）

事
後
学
習

学習のポイント
遺品や遺影の展示物から「戦争の悲惨さ」や「平和の大切
さ」を痛感し、これからの平和について考えてもらうきっかけに
なります。

 ガイド説明（スクリーン映写） 30分
 館内展示見学 30分

現
地
学
習

 戦時中の万世で何が起きていたのか資料を活用して学
習します。

※事前オンラインセミナーも可能です。

事
前
学
習

平和学習

万世平和学習プログラム

SDGsの観点
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出水市

120人受入可能人数

通年受入可能日・時間

60分～210分体験時間

25,000円/バス1台あたり料金

（一社）出水市観光特産品協会
鹿児島県出水市上鯖淵715番地16
TEL：0996-79-3030
（出水市役所 TEL：0996-63-2111）

問合せ先

〇駐車場(バス)〇雨天時

太平洋戦争時、海軍の訓練基地があった出水に基地からは
200余人に及ぶ青年が「特攻隊」として飛び立ちました。各グ
ループにガイドが付いて戦跡をめぐり、「再び戦争をおこしてはなら
ない」という思いを伝える平和学習です。

【学習の流れ】

事
後
学
習

学習のポイント
100人の戦争体験者の声を反映させ、鹿児島大学と共同
で開発したプログラムです。
基地から飛び立つ特攻隊と地域の人々がどう関わっていたの
かを学ぶことができます。

現
地
学
習

事
前
学
習

平和学習

出水平和学習

 地下先頭指揮所や掩体壕などの戦争遺跡の紹介
 戦争を体験した語り部の講話（DVD又は対面講話）

 当日の学習を振り返るグループ討議をします。
 自分の住む町の素材を使った平和学習に活用します。

SDGsの観点

 2種類の事前学習用DVDを閲覧します。（貸出可）
 プログラムに即した出水オリジナルワークシートを利用して
学習します。
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鹿屋市

8クラス
（バス8台までにご乗車いただける人数の受け入れ可
能です。）

受入可能人数

通年 9：00～17：00受入可能日・時間

120～180分
（時間は相談可能）体験時間

半日6,000円
１日12,000円/ガイド１人あたり
（バス1台につき1人乗車）

料金

鹿屋市観光協会
鹿児島県鹿屋市西原3丁目11-1
TEL:0994-41-7010

問合せ先

○駐車場(バス)○雨天時

戦時中に海軍の基地が置かれ、日本で最も多くの特攻隊員が
飛び立った鹿屋市には、今もなお多くの貴重な戦跡が残ってい
ます。このプログラムは、平和学習ガイドと一緒にこれらの施設を
巡り、現地で実際に行われた話を聞くことで、平和について学ぶ
ことができます。

【学習の流れ】

 平和へのメッセージを作成します。
 かのや未来創造プログラム『平和の花束』にて平和への
メッセージを表彰します。（募集した優秀作品）

事
後
学
習

学習のポイント
ガイドと共に戦争遺跡を見て歩き、戦争・平和について考え
ます。

 平和学習ガイドがバスごとに乗車し、戦争遺跡や車内に
て70年以上前の史実や歴史をご案内し、生徒様一人
ひとりが戦争と平和について考える機会を提供。
※2～3クラスごとに分かれて、ローテーションを組んで見学
する形が主流です。
【見学できる場所】
・川東掩体壕 ・串良平和公園 ・桜花の碑
・地下壕第一電信室 ・鹿屋航空基地史料館（別予約）

現
地
学
習

 鹿屋の史実や歴史について学習します。（真珠湾攻撃
の作成計画が練られた「鹿屋会談」や対米戦争が始まる
きっかけなどについて）
※事前学習用冊子で学習します。（送付可能）

事
前
学
習

平和学習

戦跡フィールドワーク平和学習

SDGsの観点
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50人程度受入可能人数

通年受入可能日・時間

180分体験時間

30,000円/1団体あたり
※団体人数により変動する可能性があります。料金

奄美せとうち観光協会
鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋大湊26-14
海の駅・観光案内所内 
TEL：0997-72-1199 FAX:0997-76-3002

問合せ先

場所による駐車場(バス)○雨天時

軍用桟橋跡や当時の軍道を通って、奄美大島要塞（ようさ
い）司令部跡（現・古仁屋高校）、旧陸軍弾薬庫跡(現教
習所横)等、今に残る戦跡を現地ガイドと見学をします。当時の
生活の話や島ならではの歴史を説明します。

【学習の流れ】

 戦跡を見たり、ガイドの話を聞いたりして、感じたことなどを
まとめ、発表します。

事
後
学
習

学習のポイント
現地の学校に残る戦跡を学習することでより自分ごととして
戦争の悲惨さを理解し、平和について考えます。

 戦跡巡り
現地に残る戦跡を巡りながら理解を深めます。

現
地
学
習

 第２次世界大戦について学習します。
沖縄での地上戦が印象的ですが、その中で奄美大島に
はどんな役割や歴史があったのかを調べます。

事
前
学
習

平和学習

瀬戸内地区 戦跡巡り

SDGsの観点
瀬戸内町

（奄美大島）
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